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平成 21 年２月６日 

各  位  

 

会 社 名 株 式 会 社 ヤ  マ  ウ
代 表 者 名 代表取締役社長 権 藤  勇 夫

（JASDAQ・コード番号5284）
問 合 せ 先  

役職・氏名
常務取締役
管理本部長

中 村  健 一 郎

電 話 ０９２－８７２－３３０１ 

 

平成 21 年 3 月期通期業績予想の修正及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 20 年 11 月 7 日付「平成 21 年 3 月期第 2 四半期

決算短信」及び平成 20 年 5 月 15 日付「平成 20 年 3 月期決算短信」において公表いたしま

した通期業績予想及び期末配当予想につきまして、下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

1.平成 21 年 3 月期通期業績予想の修正（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（1）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想(Ａ) 14,687 75 42 13

今回修正(Ｂ) 13,224 △ 226 △ 249 △ 298

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,463 △ 301 △ 291 △ 311

増減率 △ 9.9％ ― ― ― 

 

（2）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想(Ａ) 12,895 60 23 10

今回修正(Ｂ) 11,699 △ 246 △ 270 △ 293

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,196 △ 306 △ 293 △ 303

増減率 △ 9.2％ ― ― ― 

 

（3）修正理由 

当社が属するコンクリート製品製造業界においては、公共工事・土木分野の建設投資

の従前から続く縮減傾向に加え、道路特定財源問題による予想を上回る公共工事発注の

遅延など、今後も厳しい状況が続くことが予想されます。このような状況を踏まえ、通

期の売上高は連結で 132 億 24 百万円（前回予想比 14 億 63 百万円減）、個別で 116 億 99

百万円（前回予想比 11 億 96 百万円減）となる見込みであります。 

損益面では、セメント、鉄筋等主要原材料の異常な水準での暴騰によるコストアップ

要因に対処するため、製品売価を市場の理解を得て適正価格に是正する努力を継続的に

取組んでまいりましたが、価格の是正にはタイムラグがあり、高騰した原材料費を吸収
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するには至らず、営業損失は連結で 2億 26 百万円（前回予想比 3億 1百万円減）、個別

で 2 億 46 百万円（前回予想比 3 億 6 百万円減）、経常損失は連結で 2 億 49 百万円（前

回予想比 2億 91 百万円減）、個別で 2億 70 百万円（前回予想比 2億 93 百万円減）とな

る見通しであります。 

 

 

2.期末配当予想の修正 

（1）普通株式 

 １株当たり配当金 

（基準日） 第 2四半期末 期末 年間 

前回予想 

（平成 20 年 11 月 7 日） 
0 円 00 銭 1 円 00 銭 1 円 00 銭 

今回修正予想 0 円 00 銭 0 円 00 銭 0 円 00 銭 

当期実績 0 円 00 銭 － － 

前期実績（平成 20 年 3 月期） 0 円 00 銭 1 円 00 銭 1 円 00 銭 

 

（2）第 1回優先株式 

 １株当たり配当金 

（基準日） 第 2四半期末 期末 年間 

前回予想 

（平成 20 年 11 月 7 日） 
0 円 00 銭 0 厘 未定 未定 

今回修正予想 0 円 00 銭 0 厘 0 円 00 銭 0 厘 0 円 00 銭 0 厘 

当期実績 0 円 00 銭 0 厘 － － 

前期実績（平成 20 年 3 月期） 0 円 00 銭 0 厘 7 円 16 銭 4 厘 7 円 16 銭 4 厘 

 

（3）修正の理由 

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要政策として位置付けており、安定配当の

継続を基本方針としておりますが、今般の通期の業績予想の修正に伴い、誠に遺憾では

ございますが、平成 21 年 3 月期の期末配当予想を無配に修正させていただきます。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以  上 


